
幾春別川総合開発事業は、昭和32年に完成した北海
道初の直轄多目的ダムである桂沢ダムを嵩上げする新桂
沢ダムとともに、幾春別川の支川である奔別川に三笠ぽんべつダムを
新たに建設することにより、流域の安全を守り、広い地域に水を供給
する事業です。
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流域の安全を確保するため、2つのダムが川の流れ
を調整し、河川整備方針規模の洪水の被害を軽減し
ます。

一年を通じ安定した水の利用が
可能となります。

放流水の落差
を利用して発
電を行います。

工業用水を確保し、遠く石
狩湾新港地域まで水を送り届けます。

川本来の流れを守るための水
を確保することができるため、年間を通じて川
本来の流量を確保します。

農業用水の安定した供
給を図ります。

各市へ
供給される
水の量

水力発電の
しくみ
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新桂沢ダムは昭和32年に完成した桂沢ダムを嵩上げして建設します。
桂沢ダムでは、現在求められている治水・利水の機能を満足できないため、
同軸嵩上げにより貯水容量の増大を図ります。

新桂沢ダムは昭和32年に完成した桂沢ダムを嵩上げして建設します。
桂沢ダムでは、現在求められている治水・利水の機能を満足できないため、
同軸嵩上げにより貯水容量の増大を図ります。

新桂沢ダムは昭和32年に完成した桂沢ダムを嵩上げして建設します。
桂沢ダムでは、現在求められている治水・利水の機能を満足できないため、
同軸嵩上げにより貯水容量の増大を図ります。

札幌テレビ塔
147.2m

札幌テレビ塔
147.2m

札幌テレビ塔
147.2m

桂沢ダム完成後にも、戦後最大規模の昭和56年8月上
旬洪水などの水害が生じました。

流域の洪水被害解消、戦後の食料増産と道内
の電力不足解消等のために洪水調節、かんが

い用水の補給、水道用水の供給、発電を目的とし、北海道で初めて
の多目的ダムとして桂沢ダ
ムが完成しました。

桂沢ダム建設

戦後最大規模の昭和56年8月上旬洪水を契機として、桂沢
ダムを嵩上げする新桂沢ダムと三笠ぽんべつダムの建設
により、洪水調節容量を増やし、治水効果を高めます。

幾春別川総合開発事業

戦後最大規模の水害の発生


